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企画財政課の目標（令和７年度）自己評価書

企画財政課長 大谷 幹

個別事業とその目標 達成度
目標達成の効果又は

達成できなかった理由等

１ 総合計画の推進（企画・地方創生推進室）

・第６次酒々井町総合計画で掲げた目標の実現を図るため、前期基本計画に基づき各施策

の効果的な推進に努めるとともに、後期基本計画の策定に向け進捗状況等の把握に努めま

す。

４

第６次酒々井町総合計画前期基本計画で掲げた目標の

達成に向けて、実施計画を策定するとともに、後期基本計

画の策定に向け庁内各課ヒアリング等を実施しました。

２ ふるさと納税の推進（企画・地方創生推進室）

・ふるさと納税による寄附額の増加に向けて、他の自治体の取り組みを調査するとともに、

ＰＲの充実や寄附をしやすい仕組みの導入、事業者への訪問を行い新規事業者や新規返礼

品の登録に努めます。

４

事業者への訪問等を実施することにより、事業者や返礼

品の新規登録に努め、新たに３事業者、２７件の返礼品を

登録しました。

３ 広報活動の充実（広報広聴班）

・常に最新の情報・話題等を提供できるよう関係部署と連携して情報収集を図り、

広報紙等の読者の拡大や町公式ツイッター、ライン等を活用した情報提供に努めます。

４

行政情報等を関係部署と連携して町民に対して広報紙

やホームページ・マチイロ掲載等を通じて情報提供ができ

ました。

また、町公式 X・LINE 等による情報提供の促進に努めま

した。

達成度：R8.3.31の自己評価
５ 目標を完全に達成した。

４ 目標を概ね達成した。

３ 目標を一部達成した。

２ 目標をほとんど達成できなかった。

１ 目標をまったく達成できなかった。

酒々井町
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４ 統計事務の充実（広報広聴班）

・周期調査は「経済センサス－活動調査」「経済センサス－活動調査（乙調査）」の２調

査事務等が行われます。経済センサス－活動調査は、日本国内のすべての企業・事業所

を対象にする５年に１度の調査です。町では約９００事業所が調査対象となります。２

調査事務等において、継続して的確かつ正確な統計結果を得るために、統計調査員の資

質向上を図り、併せて統計調査員の人員確保に努めます。

４

国勢調査では、１０６名の調査員が町内の対象者（１５９

調査区・約１万世帯）に調査票の配布・回収等を実施し、

調査員が円滑に調査を行えるよう連絡を密に取りながら

業務を行いました。遅滞なく県へ調査関係書類を提出する

ことができました。

５ 財政健全化の推進（財政班）

・財政の健全化を図ることが重要であることから、全体事業を見直しながら、簡素で効

率の良い予算執行を指導します。予算編成に当たっては、酒々井町財政健全化計画によ

り、現状を把握しながら歳出の削減と歳入の確保に努め、財政の健全化に努めます。

４

令和６年度決算から算定した財政分析の結果、町の健全

化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債

費比率、将来負担比率、公営企業資金不足比率）は各比率

とも健全レベルにあります。

また、予算編成にあたっては、酒々井町財政健全化計画

を策定し、引き続き財政の健全化に取り組みました。

６ 適正な予算の執行管理（財政班）

・実施事業に係る財源等を把握し、情報の共有を図るとともにチェック体制の強化を図

り、適正な予算の執行管理に努めます。

４

度重なる国庫（県）補助金などの不適正な事務処理の再

発防止策として、各課に各種補助金等の調査及び執行状況

調査を実施しました。

※５月に執行予定調査、８月執行状況調査

７ 使用料・手数料の算定に関する基本方針の策定（財政班）

・社会経済状況等の変動を勘案し、定期的に見直しができるよう基本方針を策定する。

２ 基本方針の策定については、内部の組織体制の検討及び

他市町村の事例を調査・研究の継続しています。

８ 補助金の見直しに関するガイドラインの作成（財政班）

・町の補助金に対する考え方を明確に示し、全町的な見直しの統一基準を策定する。

２ ガイドラインの作成については、他市町村の事例等の調

査・研究を継続しています。
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９ 個別施設計画の進捗管理及び支援（施設総合管理室）

・個別施設計画に基づき、進捗状況を管理するとともに公民連携も含めた公共施設の利

活用に向け、管理者や関係者と協議を行い、情報共有します。技術面を含めた支援を引

き続き行います。

３

第２次酒々井町個別施設計画【建築物編】に基づき、

関係各課と協議を行い、進捗状況を共有しました。また、

令和 7年 7月に親子で考える公共施設の未来」、「小中学校
の未来を考えよう」をテーマにワークショップを企画しま

したが、定員に満たず残念ながら中止となりました。「旧

味だより」について、普通財産に所管替えを行い、リノベ

ーション付き貸付の募集要項を公告しました。その他、技

術的支援を行いました。

【支援先】保健センター(大規模改修)、ちびっこ天国(看板
撤去)、酒々井総合公園、旧莇家、旧相川家、下宿ベース、
まるごとしすい、飯積東公園

１０ ダイヤルイン化の実施及び庁用車の台数適正化の実施（管財班）

・住民から電話をダイレクトに繋げるダイヤルイン化を実施し、住民サービスの向上と

業務の効率化を図ります。また、庁用車の適正台数を見極め、モビリティに係る経費の

適正化を図ります。

４

R7.10からダイヤルイン化を実施しました。特にトラブ
ルもなく移行でき、業務の効率化が図られました。

民間事業者のご協力をいただきながら、庁用車の適正台

数の分析を行い、削減台数を把握しました。R8年度当初
予算編成にモビリティに係る経費を適正に反映し、庁用車

管理の DX化に取り組みました。


